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１．は じ め に

　わが国は少子高齢社会となり，高齢者のみ世帯の増
加，三世代同居の減少など，世帯形態にも大きな変化
がみられている。高齢者のみ世帯では，緊急時におけ
る対応や日常生活において困難な場面が生じている。
また，意識調査においても，祖父母や父母，子どもな
どが同居する世帯に対する志向が過半数を超える実態
もみられる。多世代が同居をする生活上の有効性を評
価することは重要である。
　住宅の側面では，既存ストックの有効活用や資源の
効率的な循環が求められている。良質な材料で建てら
れた質の高い住宅ストックをリフォームして使い続け
ることが期待されている。
　したがって，既存の古い住宅に手を加え，現在の生
活様式に合致した，三世代以上の多世代が気持ちよく
同居できる住宅へとリフォームする方法と，リフォー
ム後の住宅のあり方を検討することは，重要な課題で
ある。
　本研究では，愛知県内で実施された住宅リフォーム
のデータを対象とした分析を行うことにより，世帯人
数が多く，多世代が生活するのに適したリフォームの
行い方や住空間の構成について検討し，今後のあり方

を示唆することを目的とする。

２．研究の方法

　本研究では，愛知県ゆとりある住まい推進協議会主
催の「わが家のリフォームコンクール」における平成
１３年度から平成１９年度までの７年間の応募作品を対象
とし，その分析を通して，三世代以上の高齢者を含む
世帯の住宅におけるリフォームの実態を明らかにし，
今後の高齢者が同居する世帯におけるリフォームのあ
り方に関する検討を行った。
　まず，愛知ゆとりある住まい推進協議会主催の「わ
が家のリフォームコンクール」の７年間のすべての応
募作品について，世帯型別の特徴を分析し，高齢者を
含む世帯におけるリフォームの実施比率が高い状況を
把握した。
　次に，三世代と四世代の高齢者を含み，世帯人数が
多い世帯を抽出し，リフォームを実施することになる
要因について分析し，リフォーム前後における住宅の
基本属性の変化と，生活スペースの使い方における変
化を考察し，高齢者が同居した住宅のあり方を検討し
た。
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３．世帯型別，リフォーム実態

３．１　世帯型別，リフォーム実施状況
　７年間の応募作品の年度別の分布は（表１），各年度
とも５０サンプル前後で，ほぼ均等になっていた。応募
作品のすべてを対象にした，世帯構成の分類を表２に
示す。ここでは，世代に注目して４世代に分類した
後，構成員による再分類を行い，さらに，「その他」を
加えて９タイプに分類した。
　表２は，リフォームを実施した世帯型の頻度を示し
ているとも考えられる。世帯型別にみると，社会的に
比率が高いと考えられる「夫婦＋子」が占める割合は
最も高いものの，続く「親＋夫婦＋子」との差は，大
きくはないのである。「高齢単身」や「高齢夫婦」，「親
＋夫婦」，「親＋夫婦＋子」，「祖父母＋親＋夫婦＋子」
といった，高齢者がいる世帯，もしくは高齢者がいる
と考えられる世帯のサンプル数を合計してみると，
１３７サンプルとなり，全体の，約５０％が高齢者を含む世
帯となる。この高い比率は，高齢になると，生活空間
や日常的に使用する住宅の設備等に不便さを感じるよ
うになり，改善するためにリフォームを実施した比率
が高くなったことがうかがえる。主に，バリアフリー
化のためのリフォームが行われたと考えられる。した
がって，世帯に高齢者が含まれることは，リフォーム
を実施するうえでの大きな要因と考えられる。
　図１は，各年度別にリフォームを実施した世代を示
す。この推移をみても，子どもや高齢者を含んだ三世
代以上の世帯の割合は，一時期減少傾向を示したもの
の，平成１６年から一貫して３０％から４０％の高い割合を

占めていた。今後も高齢者を含んだ世帯におけるリ
フォーム比率は高く推移すると考えられる。

３．２　世帯型別，リフォームに要した費用
　リフォームに要した費用に，世帯型別に注目してみ
ると（図２），「夫婦」や「夫婦＋子」と比較して，「親
＋夫婦」や「親＋夫婦＋子」，「祖父母＋親＋夫婦＋子」
という高齢者を含む世帯の方が高い費用をかけている
ことがわかった。１,５００万円以上の費用をかけて実施
している比率が約４０％を占めているのは，これらの高
齢者を含む同居世帯だけである。
　また，各世帯型におけるリフォーム費用を平均によ
り検討すると（表３），最も高いのは「祖父母＋親＋夫
婦＋子」の１,３０７万円であり，次いで「親＋夫婦＋子」
の１,２７３万円，「高齢夫婦」の１,１７６万円であった。高齢
者を含む世帯では，住宅リフォームに比較的高額な経
費をかけていることがわかった。中でも，子どもの世
代と高齢者の世代が同居する三世代，四世代の世帯が
高かったことが注目される。
　世帯構成のタイプとリフォームの実施状況の概要を
検討した結果，高齢者と子どもを含む三世代世帯や四
世代世帯において，リフォーム実施比率が高いことが
みられた。その理由として，以下の２点が考えられ
た。
　第１は，高齢者から子どもまで幅の広い年齢層の改
善要求を実現する必要があったこと，特に，高齢者の
身体状況や生活の変化に対応した改善が切実に求めら
れ，リフォームを実施したことである。
　第２は，リフォームに要した費用が高いことから，
実施する支出が可能な資産を有した世帯型であること
が指摘される。
　したがって，高齢者，子ども，夫婦という世代が同
居する三世代，四世代では，構成員の誰にとっても暮
らしやすい住宅を，費用をかけたリフォームにより実

表１　年度別，応募作品数（全サンプル）

表２　世帯型（全サンプル）

図１　世代別，リフォーム実施世帯数の推移
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現していると考えられる。本研究では，三世代世帯と
四世代世帯の同居世帯に焦点を絞った分析を行う。以
下，三世代世帯と四世代世帯を合わせて「三世代以上
世帯」とし，リフォーム実施状況を検討する。

４．三世代以上世帯におけるリフォームの実
施状況

４．１　住宅の属性
　リフォームを実施した三世代以上世帯を，年度別に
示すと，表４のようになる。各年度とも一定の数を示
すが，平成１６年度以降の近年に，増加傾向を示してい
る。以下では，三世代以上の世帯を対象にした分析
と，他の世帯型と比較することを通して，三世代以上
世帯の実態を明らかにする。
　住宅の建て方（図３），構造（図４）について，三世
代以上世帯を，他の世帯型と比較してみると，建て方
では一戸建，構造では木造の住宅が約９割を占めてい
た。特に，三世代以上の世帯では，上記の傾向が強
かった。世帯人数が少ない世帯では，共同建の住宅に
居住することも可能であるが，親世帯と同居する三世
代以上世帯になると，住宅規模を必要とし，共同建で
は増築ができないので，一戸建に居住せざるを得ない
という状況が読み取れる。増築をする場合にも，木造
の方が容易である。
　新築後の築年数をみると（図５），三世代以上世帯の
リフォーム時における築年数は，他の世帯に比べ長い
年数に分布していた。他の世帯では，３０年未満が約６
割を占めているのに比べ，半数を割って低く，５０年以
上が２割以上の高い割合を占めていた。三世代以上世
帯における平均は築４０年であり，古い住宅を，大切に
リフォームし，活用している実態がわかった。古いも

図２　世帯型別，リフォームの費用

表３　世帯型別，リフォーム費用の平均

図５　築後の年数

表４　年度別，三世代，四世代数

図４　住宅の構造

図３　住宅の建て方
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には，幾世代か以前の祖先から継承する住宅が含まれ
ている。

４．２　住宅規模
　リフォーム後の延べ床面積を，世帯型別に図６に示
す。これによると，他の世帯の規模では１５０㎡ 未満が
６割以上を占めるのに対し，三世代以上世帯では，１５０
㎡以上の住宅が約７割を占めているように，高齢者が
同居する世帯の住宅規模は大きくなっていた。
　図７では，三世代以上世帯について，世帯人数別の
延べ床面積を示す。世帯人数が増加すると，住戸規模
も増加する様子が明らかである。５人の場合，最も高
い比率を示すのは「１１０～１４９㎡」であり，６人世帯では
「１５０～１９９㎡」で，７人では「２００～２４９㎡」という関係
がある。
　住戸規模が広いことは，リフォームに要する費用に
も影響を与える。リフォームに要した費用をみると
（図８），三世代以上では，１０００万円以上かけている世
帯が約６割を占め，平均値は１,３８７万円であった（表
５）。その他の世帯と比べ，平均で１.５倍の費用を用い
ていることがわかった。
　住宅全体の延べ床面積に対して，リフォームを実施
した面積が占める比率を「リフォーム率」１）と定義し，
家族人数との関係をみると（図９），人数にかかわらず
「１０～２９％」，「３０～４９％」の占める比率が高い。また，
増築は，６人以上の世帯で実施されていた。同居にあ
たり家族人数が増え，増築して空間を広げるリフォー
ムが行われていることがうかがえた。

５．住空間における世代間の関係

５．１　世代間型の設定
　玄関，浴室，洗面所，Ｌ，ＤＫの５つの部分につい
て，世代間での共有頻度を集計した（表６）。集計は重
複集計で，世代間で最も共有しやすい生活スペースは
浴室であった。続いて，玄関，ＤＫ，Ｌ，洗面所の順

であった。この関係をふまえ，共有度により図１０の５
段階の世代間型を設定した。５つの部分を１つも共有
しない住宅を「独立型」，５つすべてを共有する住宅を
「融合型」，部分的に共有する住宅を「部分共有型」，「部
分共有型」は共有度が高い生活スペースを共有する住
宅から順に「部分共有型Grade１」，「部分共有型Grade
２」，「部分共有型Grade３」と段階的に設定した。

５．２　世代間型の実態と動向
　リフォーム前後における世代間型の変化をみると
（表７），リフォーム前では，「独立型」（別居も含む）
が１４サンプル，「部分共有型Grade１」が４サンプル，
「部分共有型Grade２」が８サンプル，「部分共有型
Grade３」が６サンプル，「融合型」が５３サンプルであっ
た。リフォーム後では，「独立型」は６サンプル，「部
分共有型Grade１」は１４サンプル，「部分共有型Grade
２」は２０サンプル，「部分共有型Grade３」は６サンプ
ル，「融合型」は４０サンプルに変化した。
　リフォームにより「独立型」と「融合型」が減少し，
「部分共有型」が増加していることがわかる。「部分共
有型」は，リフォーム前は２１.２％であったのに対し，

図６　延べ床面積

図７　世帯人数と延べ床面積

図８　リフォーム費用
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リフォーム後は４５.６％と増加していた。特に，「部分共
有型Grade１」と「部分共有型Grade２」において増
加していた。世代間に適度な距離感を保ち，相互の生
活を大切にした同居をしたいため，それぞれの世代の
要望に合った生活スペースを選択することができる
「部分共有型」が望まれていたのである。
　リフォーム後の世代間型について，近年の動向をみ
ると（図１１），「融合型」が，３割から５割強へと増加傾
向にあった。一方，「独立型」は，平成１４年度から１割
に満たない減少傾向を示し，世代間の適切な距離を確
保する必要性を示している。

５．３　世代間型と家族構成との関係
　リフォーム後の世代間型と世帯型との関係をみると
（図１２），「両親＋夫婦＋子」は，他のタイプに比較し

て異なった傾向を示していた。
　他の世帯型では「融合型」が占める比率が高かった
が，「両親＋夫婦＋子」では，すべての世代間型がみら
れたが，「部分共有型」を選択する比率が高かった。こ
の「両親＋夫婦＋子」という世帯型は，どのように同
居をするとよいか，一番悩み，葛藤しているタイプと
考えられる。同居するにあたり「部分共有型」が多い
ことは，両世代が互いにどのように過ごしたいか相談
し，その家族ごとに結論が出ていて，それぞれの家族
の生活に合ったリフォームがなされている結果である
といえる。
　「融合型」の比率が高い「片親＋夫婦＋子」では，若
い世代の生活の中に片親を位置付けていこうとしてい
ることが読みとれる。
　次に，世代間型と世帯人数の関係をみると（図１３），

表５　リフォーム費用の平均値

図９　世帯人数別，リフォーム率

図１０　世代間型の分類
図１１　世代間型の推移

表７　リフォーム前後の世代間型

●リフォーム後●リフォーム前

表６　複数の世代が共用する部分
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世帯人数が少ない段階では「融合型」の比率が高く，
一体的な生活をしているが，世帯人数が増加していく
と，分離した世代間へと変化していく様子がみられ
た。「部分共有型Grade２」をとる世帯人数は４人から
７人の間であった。「独立型」などの分離した構成の比
率が高くなるのは６人以上である。６人の世帯構成を
考えると，両親と夫婦と子ども２人の構成が一般的
で，世代間が分離した構成を選択しやすくなることが
考えられる。２組の夫婦が同居するため，生活時間の
違いやプライバシーの確保のため，生活を独立させよ
うとするからである。８人になると，DKやLも１つ
では不十分で，さらに分離度は高くなるのである。
　リフォーム後の家族１人当たりの延べ床面積と世帯
間型との関係をみると（図１４），１人当たりの延床面積
が大きくなるほど，分離傾向が高くなる傾向にある。
特に，「部分共有型Grade２」が増加していた。１人当
たりの延床面積「５０～５９㎡」においては，「部分共有型
Grade１」から「部分共有型Grade３」が占める割合
が８割を超えていた。この住宅規模になると，生活を
部分的に共有しても，各世帯構成員が，広くゆったり
とした生活スペースをとることが可能になるというこ
とがわかった。

６．リフォーム前後における世代間型の検討

６．１　リフォーム前後における世代間型の変化
　それぞれの世帯間型ごとに，リフォーム前後で変化
した関係を検討した（図１５）。現在が「部分共有型」，
「融合型」では，リフォーム前の世代間型から変化して
いない割合が高かった。世代間型間の変化がなかった
割合は，「融合型」は約８５％，「部分共有型Grade１」
は約２０％，「部分共有型Grade２」は約３５％，「部分共
有型Grade３」は約３５％であった。「部分共有型Grade
２」と「部分共有型Grade３」で，同じ住宅タイプが
支持されていた比率が高かった。その理由として，第
１に，程よい距離感を持って生活できること，第２に，
動線の重なりが苦にならない共有スペースであるこ

と，が考えられる。リフォーム以前から「部分共有
型」，「融合型」という共用度が高い世代間型の住宅に
住んでいた世帯では，生活スペースを共有することに
対して慣れていたと考えられる。
　サンプル数では，「融合型」が５３サンプルから４０サン
プルに減少し，「部分共有型Grade１」は４サンプルか
ら１４サンプルに，「部分共有型Grade２」は８サンプル
から２０サンプルに増加していた。リフォームにより
「独立型」や「融合型」の世代間型が減少し，「部分共
有型」をとる世帯が増加する傾向がみられた。どの世
代間型からも，リフォームを行うことで「部分共有型
Grade１」や「部分共有型Grade２」へ変化する比率
が高かった。また，「独立型」（同居を含む）から「部
分共有型Grade１」への変化が顕著で，別居から同居
に変化する世帯の場合，「部分共有型Grade１」が適し
ているといえる。

図１２　世帯型と世代間型

図１３　世帯人数別，世帯間型

図１４　延べ床面積別，世帯間型
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６．２　変化後に共有する部分の組み合わせ
　リフォーム後の世代間型として，「部分共有型Grade
１」と「部分共有型Grade２」が形成される比率が高
かった。これらの世代間型において，どんな部分を共
同化しているかについて，リフォーム前後の変化に注
目して詳しく検討した。
　まず，「部分共有型Grade１」の共有部分の変化をみ
ると（図１６），リフォーム後のすべてが，浴室か玄関を
共有するもので，両者を共有するタイプが最も多かっ
た。浴室と玄関は，家族の動線が同時に重なりにくい
スペースであるため，最も共有しやすい部分と考えら
れる。
　次に，「部分共有型Grade２」の共有部分をみると
（図１７），浴室と玄関を基礎として，ＤＫやＬを加えた
様々が形成されていることがみられた。その中で，浴
室と玄関とDKとLを共有するタイプが最も多かっ
た。このタイプの利点は，住宅全体の規模を小さくで
きるばかりでなく，食事の時間やその前後の時間に家
族団欒の時間をとりやすいことと，家事を共同・分担
でき，家事時間の短縮化を図ることが可能になること
と考えられる。

７．世代間における共有部分の検討

７．１　世代間型と世帯型の関係
　リフォーム後の比率が高かった「部分共有型」の世
帯に注目し，世帯型と共用している部分の使い方につ
いて検討した（図１８）。浴室，玄関，ＤＫ，洗面所を共
用している場合，世帯型では，「両親＋夫婦＋子」が高
い割合を占めていた。しかし，Ｌを共有する場合に
は，「両親＋夫婦＋子」と「片親＋夫婦＋子」が同じ比
率で，他の部分と比べると，後者の比率が高いことが
注目された。このことから，「両親＋夫婦＋子」は，Ｌ
は別々に所有して世代独自の時間を大切にしたいとす
る場合が多いこと，逆に「片親＋夫婦＋子」の場合に
は，若い世代の団欒の中に片親も含むという生活を
行っていることがうかがえた。

７．２　Ｌの果たす役割
　世代間の適切な関係を形成する上で，Ｌを共用する
か否かは大きな要因であることが分かった。Ｌを２つ
持つ世帯では，それらのＬを，世代を超えた〈団欒の
ためのＬ〉か，１世代に限定した〈プライベートのＬ〉の

図１８　共有部分と世帯型

図１７　部分共有型Grade２の共有部分と変化前の世代間型

図１５　リフォームによる世帯間型の変化 図１６　部分共有型Grade１の共有部分と変化前の世代間型
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２種類に使い分けることが可能である。
　Ｌを２つ持つ世帯の事例は，２つのＬを各世代専用
の〈プライベートのＬ〉に使用している事例と（図１９），
一方は世帯全員の〈団欒のためのＬ〉とし，もう一方
を若い世代の〈プライベートのＬ〉とした事例（図２０）
という，２パターンに分けることができた。前者の，親
世代，子世代が，それぞれ専用のＬを持つタイプの世
帯は，Ｌを２つ持つ２１サンプル中１４サンプル，後者の，

〈団欒のためのＬ〉と〈プライベートのＬ〉を持つ世帯
は７サンプルであった。
　したがって，Ｌを２つ持つ世帯では，親世代と子世
代が，それぞれ専用のＬを持つという選択以外に，共
用した団欒の場を確保しつつも，世帯の都合によって
新たにＬを確保するという選択が行われていることが
うかがえた。
　Ｌを共有する世帯と，Ｌを２つ持ち，〈団欒のための

図１９　世代専用のLを確保した事例

図２０　世帯全体のLを確保した事例
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Ｌ〉を形成している世帯を合わせた，世帯全体で団欒
するためのＬを所有する世帯は，４０サンプル中２４サン
プルで，半数以上の世帯が，Ｌを家族団欒のスペース
としている状況がある。リフォームを行うことで世帯
が団欒できるＬを確保し，家族間のコミュニケーショ
ンの充実を図ろうとする傾向が強いことを示してい
る。
　各世代ごとに専用のＬを確保するタイプの世代間型
をみると，１４サンプル中１２サンプルを「部分共有型
Grade１」が占めていた。一方，〈団欒のためのＬ〉を
持つ世帯の世代間型には「部分共有型Grade１」は存
在しなかった。このことから，ＤＫを分離して持つ
と，〈団欒のためのＬ〉を確保しなくなる傾向にあるこ
とが分かる。世代を超えて家族団欒の時間を確保する
Ｌを確保するためには，ＤＫを共有するとよいと考え
られる。そして，二世代間で，ある程度の距離感を保
ちたい場合には，〈団欒のためのＬ〉とは別に，〈プラ
イベートのＬ〉を確保することが有効であると考えら
れる。

８．ま　と　め

　本研究の分析により，三世代以上世帯の同居につい
て得られた成果は，以下の３点にまとめられた。
　第１に，リフォームが行われやすく有効な住宅の属
性と世帯型が明らかになった。住宅の属性では，戸
建，木造の住宅が９割を占めた。世帯型では，高齢者
を含む三世代以上世帯における実施比率が高かった。
三世代以上世帯のリフォーム時における新築後の築年
数平均は４０年で，古い住宅をリフォームして，大切に
活用していた。木造であることは，リフォームのしや

すさにつながっているのである。また，三世代以上の
世帯は資金を多く有していることも，規模が大きいリ
フォームを行う上で有効であった。
　第２に，リフォーム後の世代間の結合・分離状況を
検討した結果，生活の一部を共有した空間構成が増加
している傾向がみられた。それは，限られた空間の中
で，ゆとりのある生活空間を確保する工夫であるだけ
でなく，生活様式が異なる各世代相互が生活共同体と
して暮らしていくことができるための工夫でもある。
家族との時間を大切にしつつも，一人ひとりの生活の
リズムやプライベートな時間を確保することができる
住宅のあり方が求められている。
　第３に，生活空間を部分的に共用する場合，世代間
で最も共有しやすい生活スペースは，浴室であった。
続いて，玄関，ＤＫ，Ｌ，洗面所の順に共有しやすい
という結果であった。この中で，Ｌは世代間の関係を
表す上で重要な部分であった。Ｌを２つ持つ世帯にお
いて，一方のＬを，家族全員の団欒のためのＬとして
設置している場合が多く，Ｌに世代間を結合する機能
を持たせていた。また，高齢者の世代が片親の場合，
Ｌを共有しやすく，夫婦の場合は，それぞれの世代ご
とにＬを使用するという特徴がみられた。このよう
な，世代間の関係のタイプごとに対応した構成の住空
間が重要である。

註

１）リフォーム後の延床面積当たりのリフォーム実施面積で算
出した。

（２００９年９月１７日受理）
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